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会
館

｢こやまにちょうめ せいぶちょうかい｣。この流れるような、平仮名の呼

び名、ウットリしますね。私たちはこの町会名を、通称｢せいぶ｣と呼んでお

ります。

｢せいぶ｣は町会内が五つの班(ブロック)に分かれています。各班は、お互

いに思いやりながら、絶妙にライバル心を持って切磋琢磨しているようです。

ところで｢せいぶ｣も、ご多聞にもれず高齢化が進み、１７０名ほどの先輩

たちが高齢者クラブ「西部二寿会」に入会して、それぞれ趣味にいそしみ若々

しく活躍しています。

一方で、少子化傾向が進んでいますね。どの町会でも、小中学生は大切な

｢宝｣ではないでしょうか。そこで青少年部では、彼らが喜びそうな楽しい行

事を企画し、防災広場である｢クマさん広場｣を拠点にして実施しています。

これによって、子ども同士が顔見知りになって仲間意識が高まり、将来は町

会運営に携わってもらいたいものです。いずれ、子どもたちのこの輪が、近

隣町会の子どもたちにまで広まっていけば最高なんですが…。

また、｢せいぶ｣は女性パワーがヒ

シヒシと感じられる町会ではないで

しょうか。各種の行事や会合などに

積極的に参加している女性部員の姿

を見ると、一段と勇気が湧いてまい

ります。

温もりが感じられる町｢せいぶ｣。

今後も、私たちはこの町を愛し、大

切にしていきたいと思います。

(町会長 高橋 元嘉）

立春を過ぎ三寒四温の日々、凛として咲く花々

は、私たちをホッとさせてくれます。

荏原１丁目の石渡とくさんのお宅には、約２０

坪の花壇があります。今の季節には、パンジー、

ビオラをはじめ、ジュリアン、オキザリス、葉ボ

タンと、１５種類程のお花が咲いています。

丹精を込めて４０年。四季折々のお花と、ほほ

えみを交わす毎日です。

今年は年女で９６歳になりますが、お花のほか

に青首大根が９０本も育ち、青々と葉が繁ってい

ます。花壇と菜園をほどよくマッチさせたセンス

は見事、という

ほかありません。

梅、そして鉢植

えのヒヤシンス、

木瓜がいち早く
ぼ け

春を告げようと

待ちかまえて

います。

(広報委員 吉田 健治)
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品
川
区
防
災
課
主
催
の
区
内
一
斉
防
災

訓
練
が
、
２
月
２
日(

土)

に
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
大
地
震
が
起
き
た
時
に

備
え
、
区
内
13
地
区
で
避
難
所
を
一
斉
に

開
設
し
、
複
数
の
避
難
所
が
、
区
災
害
対

策
本
部
と
同
時
に
連
携
し
、
情
報
伝
達
や

物
資
の
配
布
な
ど
の
運
営
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
な
え
る
よ
う
、
初
の
試
み
で
実
施
さ
れ

た
も
の
で
す
。

荏
原
第
一
地
区
で
は
、
小
山
台
小
学
校

が
避
難
所
と
し
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
訓

練
対
象
町
会
と
な
っ
た
の
は
、
小
山
台
１

丁
目
、
小
山
台
１
丁
目
東
、
小
山
台
２
丁

目
の
３
町
会
で
す
。

当
日
は
、
午

前
９
時
半
、
震

度
７
の
地
震
が

発
生
し
た
と
い

う
想
定
で
、
67

名
の
参
加
者
が

学
校
校
庭
に
集

合
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
実
際

に
避
難
者(

今

回
の
参
加
者)

の
名
簿
を
作
成

石渡さんの花壇と菜園

小山２丁目西部町会

◎各ご家庭に配布しております。１部ずつお取り下さい。 次号『まちかど』は、３月１８日(月)発行の予定です。

会議に参加する女性部の皆さん

ス
ク
エ
ア
荏
原

４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
！

エ
コ
ラ
イ
フ
し
て
ま
す
か
？

暦
の
上
で
は
、
立
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
多
く

の
企
業
や
家
庭
で
は
、
省
エ
ネ
・
節
約
な
ど

を
意
識
し
た
環
境
に
優
し
い
生
活
を
心
掛
け

取
り
組
み
な
が
ら
、
厳
し
い
寒
さ
を
乗
り
切
っ

て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
ど
ん
な
エ
コ
ラ
イ

フ
を
実
践
し
て
い
ま
す
か
？
今
か
ら
で
も
す

ぐ
に
出
来
て
、
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き
る

エ
コ
ラ
イ
フ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
部
屋
の
湿
度
を
上
げ
る
事
で
す
。

湿
度
が
上
が
る
と
同
じ
温
度
で
も
体
感
温
度

が
変
わ
り
、
風
邪
予
防
や
肌
の
乾
燥
対
策
に

も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
加
湿
器
が
な
く
て
も

観
葉
植
物
を
置
い
た
り
、
濡
れ
た
タ
オ
ル
を

干
し
て
置
く
こ
と
で
、
湿
度
は
上
が
り
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
知
っ
て
い
た
け
れ
ど
、

実
践
し
て
な
か
っ
た
と
い
う
方
も
ぜ
ひ
試
し

て
し
て
み
て
下
さ
い
！

法
（
利
用
時
間
・
料
金
・
団
体
登
録
な
ど
）

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
月
24
日(

日)

に
は
、
会
館
の
紹

介
を
兼
ね
た
「
開
館
記
念
イ
ベ
ン
ト
内
覧
会
」

が
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
３
月
11

日
発
行
の
区
報
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

し
本
部
へ
早
急
に
報
告
。
そ
し
て
物
資
配

布
訓
練
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
従
来
、
各

町
会
や
学
校
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
訓

練
と
は
ま
た
違
っ
た
、
近
隣
の
町
会
と
の

交
流
の
機
会
と
も
な
り
、
今
後
の
防
災
へ

の
更
な
る
取
り
組
み
へ
繋
が
る
訓
練
と
な

り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。

訓
練
当
日
に
は
、
前
記
３
町
会
の
他
に
、

地
区
内
他
町
会
の
会
長
を
は
じ
め
、
区
民

の
皆
さ
ん
、
地
区
委
員
会
の
会
長
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

26号線通り

武
蔵
小
山
駅

武蔵小山商店街

中
原
街
道
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スクエア

荏原 →

石渡とくさんの花壇の一部

当
地
区
で
は
小
山
台
小
に
67
名
が
避
難

所
在
地

荏
原
４
‐
５
‐
28

問
合
せ

ス
ク
エ
ア
荏
原
５
７
８
８
‐
５
３
２
１

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
５
７
４
２
‐
６
８
３
６

休
館
日

第
３
水
曜
日(

保
守
点
検)

、
年
末
年
始

利
用
時
間

午
前
９
時
～
午
後
９
時
半

荏原平塚学園

(
)

平
塚
小
学
校
跡
地
に
、
文
化
芸
術
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
や
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
区

民
の
方
に
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ
け
る
文

化
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
、
４
月
１
日
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

館
内
に
は
、
１
階
ひ
ら
つ
か
ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
・
ス
タ
ジ
オ
、
２
階
ア

リ
ー
ナ(

ス
ポ
ー
ツ
施
設
）
・
ス
タ
ジ
オ

２
室
、
３
階
大
会
議
室
・
中
会
議
室
、
４

階
小
会
議
室
５
室
・
和
室
・
展
示
室
が
整

い
、
予
約
し
て
利
用
出
来
ま
す
。
受
付
方

13
地
区
で
初
の
一
斉
防
災
訓
練

(記 相場 武)


